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＜連絡事項＞

・昨日14日の夕食の食器・四角い皿の下に便がついたまま下膳された。（おそらくお盆と食器の下に挟まっていて確認されずに下膳されている）台車なので考えられる患者様は乙部様の可能性が大きい。現場での下膳の際に確認しなければならないという、業務徹底を行ってください。

・Cユニット出入り口の浴室側上部のネジがなく、ドアがグラグラしている状態である為、修理伝票提出している。

・各ユニットの温度表の入力忘れが目立っています。各勤務帯で確実に入力をしてください。

・池野功一様の母親が重要な書類を郵送したと電話がありました。届き次第、スタッフと患者様で確認後、必要であれば山田SWへ連絡してください。他の患者様での同じようなケースも同様の確認作業が必要です。

＜患者様情報＞

・本田　英之様～喫煙本数増量希望あり。主治医より　１回2本で6回/日　計12本となりました。周知してください。

・高橋　道隆様～昨日排便なく準夜帯にてシンラック20滴服用。本日も排便なく、15時主治医へ状態報告し、口頭にて本日夕食後シンラック30滴服用の指示となっています。

＜皮膚科診察情報＞

・河原木　泰志様～タベジール内服継続の指示。

・長谷川　陽一様～両足・足背の表皮剥離あり。テラコートリル+アズクロ塗布の指示。

・寺地　利代子様～左胸部（乳房）の掻痒感を訴え、デルモゾールG軟膏塗布の指示。

＜褥瘡患者様検討＞

・向谷地　吉幸様～脊柱部から仙骨部にかけての発赤疹があり、処置継続しているが、改善がありません。本日より、前回の入院時に使用していたエアマットを使用し、経過観察をすることとします。

　　　　　　　　　また主治医診察し栄養状態の改善図るため、本日夕よりアイソジェンが１日4本から5本へ増量（2-1-2）となり、22時の白湯が200mlから100mlへ変更。周知してください。

＜隔離室私用患者様検討＞

・畑中　成夫様～本日は気分の安定みられ、不穏行為はない。しかし、ここ数日は「神の命令が多くなった。」「逆らえない」などの発言やスタッフへ水をかける行為も時折ある。四肢の拘束を日中解除しての経過が約４週間経過している。今後、早期の拘束解除にむけて、患者様の評価をしながら、木曜日の主治医カンファレンスで意見交換をしていく。

・池野　功一様～先週月曜日より、ロドピンを追加し１週間が経過。起床後の奇声や奇異行為、叫ぶなどの行為は改善している。睡眠も安定。指示の開放観察するも、自室から出ようとせず、臥床している。食事はホールで摂取するが、すぐ自室へ戻り、臥床している状況。先週までの活発な精神状態から現在は休息期にさしかかっていると考えられる。本人のペースで日課やホールでの作業ができるよう援助していく。

・乙部　純一郎様～今後について主治医の見解はお盆明けの診察後から、現処遇について検討する予定。開放観察中は問題行動なく経過。隔離室入室中は放尿や放便があるが寝具破損行為もない。睡眠も安定している。現在の様子を評価し、主治医へ情報提供していく。

・清水　徹様～威嚇や興奮は改善傾向。入院となった経緯（怠薬、通院の中断）には振り返る発言も聞かれている。睡眠も安定している。現在の状態を評価し、明日の主治医診察で情報提供し今後の処遇について検討していく。

・長谷川　陽一様～日清スタッフへの妄想から、食事の残食（主食）が続き、「食べると下痢する」といった発言きかれる。現処遇となった行動についても内省ができず、私物に関することや嗜好品の要求が多い。

　　　　　　　　また、昨夜準夜帯に介入した男性スタッフへの威嚇行為もあり。特定スタッフへの被害的、敵意な感情からの行動と思われるが、今後の介入への安全性を考慮し、東A９号室へ移動とします。（池野様が東A11号室）

＜患者様対応ケース検討＞　　　　　　

本日、長谷川様へ介入した際、「いつ出れる？」との問いに対して、「明日まで待つように」と

返答した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

不確定な情報で「明日まで待つように」と返答すれば、患者様は明日、隔離解除となると勘違い

をしてしまう。隔離となった言動の振りかえリを促し、「自分の行動に対してわかるまで」

「暴力は絶対許されない行為。それがわかるまで」など、自分自身の行動を振りかえるような返

事をすること。　不確定な希望をもたせるような発言は絶対しないこと。

＜事故報告検討＞

· 本日、菅野　勝利様のアスパラK（粉砕）を向谷地　吉幸様へ投与してしまう。

主治医（田名部Dr）へ報告し、適宜バイタル測定し、様子観察となる。

投薬した大井スタッフは12時の休憩前に投薬を済ませようと思い、ダブルチェックせず、投薬してしまった。

12：40ころ誤投薬したことに気づいた上野スタッフがリーダーへ報告となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

· 大井スタッフが投薬する時、周囲にスタッフはいた。ダブルチェックを怠った。

· 再三ダブルチェックと基準手順に沿って実施するようカンファレンスでも促している現状だが、守れていない。

· 投薬時は確実にダブルチェック、指差し確認、患者様確認を徹底的に実施すること。

